
経営比較分析表／団体全体（令和3年度決算）
大阪府　大阪市

【事業概要】

グラフ凡例
法適用 工業用水道事業 151,000 中規模 1 53,905 ■ 当該団体値（当該値）

業務名 業種名 現在配水能力(合計)(m3/日) 類似団体区分 施設数 １日平均配水量(m3)

類似団体平均値（平均値）

- 95.4 341 88,813 自治体職員 【】 令和3年度全国平均

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 給水先事業所数 契約水量(m3/日) 管理者の情報 －

H29R02 R03 H29

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

・①経常収支比率は、黒字であれば100％以上とな
る指標です。類似団体と比べて高く、事業の効率的
運営に努めてきた結果100％を超えており、黒字を
確保しています。
・②累積欠損金は発生していません。
・③流動比率は、当座の支払能力を表す指標で、
100％以上であることが必要です。類似団体と比べ
て高く、常に100％を上回っています。
・④企業債残高対給水収益比率は、企業債残高の規
模を示す指標です。類似団体と比べて低い水準と
なっています。
・⑤料金回収率は、100％以上であれば健全な指標
です。類似団体と比べて高く、常に100％を上回っ
ています。
・⑥給水原価は、有収水量（料金の対象となった水
量）1㎥あたりにかかる費用を表す指標です。類似
団体と比べて高いものの、一定の水準で推移してい
ます。
・⑦施設利用率は、高いほど健全な指標です。給水
能力の見直しにより一定の改善はしたものの、依然
として、50％を下回る水準であり、給水能力に余裕
が生じている状況となっています。
・⑧契約率は、100％に近いほど収益性が高く、適
切な投資ができているといえます。施設利用率と同
様に、給水能力の見直しで一定の改善はしたもの
の、依然として契約水量と施設規模に乖離が生じて
います。

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 126.07 129.23 127.01 131.91

H30 R01

48.07 40.59 33.26 26.18 17.70当該値 1,180.35 1,131.89 1,200.96 901.47 836.23

H30 R01 R02 R03 H29H30 R01 R02 R03

53.86 75.17平均値 121.19 116.96 117.47 115.38 113.53

当該値当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00122.57

平均値 242.57 193.85 204.31 214.20 242.32平均値 379.14 655.75 578.19 638.35 521.36平均値 18.82 50.25 51.91

2. 老朽化の状況について

・①有形固定資産減価償却率は、資産の減価償却が
どの程度進んでいるか、また、②管路経年化率は法
定耐用年数を超過した管路の割合を示す指標です。
どちらも類似団体と比べて高くなっています。
・③管路更新率は、管路の更新ペースが把握できる
指標です。年度毎でバラつきはあるものの、類似団
体と同水準となっています。
　今後は大阪市工業用水道事業特定運営事業等にお
いて、管路等の工業用水道施設に状態監視保全方策
を導入し、長寿命化を主眼とした効率的・効果的な
維持管理を実施します。
 なお、平成30年度については、29年度に現場施工
は完了したものの、埋戻材料に係る履行確認によ
り、30年度に繰り越した更新延長1.3km（更新率
0.45％）を含む2.0km（更新率0.69％）となってい
るため、他の年度より高くなっています。

H29 H30 R01 R02 R03 H29 H30 R01 R02 R03

当該値 130.50 131.11 126.03 134.59 127.13

H30 R01 R02 R03 H29H30 R01 R02 R03 H29

35.41 60.45 60.41 59.47 58.82当該値 25.89 44.27 42.57 37.35 35.70

26.92 27.33平均値 119.17 105.06 106.98 103.06 100.74

当該値当該値 37.59 37.08 38.29 35.51 38.00

2. 老朽化の状況

平均値 79.20 61.76 62.75 61.99 62.26平均値 57.69 40.89 41.59 40.29 40.41平均値 16.80 26.84 26.08

H30 R01 R02H29 H30 R01 R02 R03 H29

0.21当該値 78.34 78.40 78.23 78.87 78.58当該値 65.52 65.27 66.12 66.64 67.02

平均値 58.88 57.11 57.57 57.63 58.13

全体総括

・経営面に関する指標は、経営改善の取組による一定の
効果が見られるものの給水収益は減少傾向が続き、また
施設の老朽化に関する指標は類似団体平均値に比べても
高い水準で推移しています。
・本市では、平成30年３月に「大阪市水道経営戦略」を
策定しており、経常費用の削減や更新投資の平準化など
の経営改善方策を推進することとしていますが、同戦略
における収支見通しでは、それらの方策を実施しても同
戦略の期間中（2018～2027年度）に収支ギャップ（単年
度赤字）が生じる見込みであり、新たな官民連携手法の
導入など抜本的な経営改革に取り組む必要があります。
・そこで、民間事業者の経営能力や技術・ノウハウを活
用するため、公共施設等運営権制度を用いた「大阪市工
業用水道特定運営事業等」を実施することで、新規需要
開拓による収益性の向上や、状態監視保全方策の導入に
よるコスト縮減を図るなど、工業用水の安定供給と持続
可能な事業経営をめざすこととしました。
・令和４年４月からの事業開始に向け、令和３年度は事
業者の選定（８月）、実施契約の締結（10月）及び業務
引継ぎ等を実施しました。

R01 R02 R03

当該値 0.06 0.69

平均値 0.21 0.28
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①有形固定資産減価償却率(％)
【60.20】
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【0.22】
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③流動比率(％)
【462.72】
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【233.92】
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⑤料金回収率(％)
【112.31】
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⑥給水原価(円)
【19.07】
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⑧契約率(％)
【76.67】
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【117.41】
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